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レーザー核融合を実用炉まで発展させるため

にはターゲットインジェクション技術の開発が

不可欠である。高速点火核融合発電炉では数百

m/sという高速で高精度に炉中心へターゲットを

射出することが求められている。高速点火ターゲ

ットはコーンが付いた複雑な形状をしており、こ

れを追加熱レーザー方向に向けた状態でレーザ

ー照射位置に設置せねばならず、射出時のターゲ

ットの姿勢の乱れも問題となる。 
今回、これらの仕様を満たすターゲット射出を

目標としてターゲットインジェクション装置を

製作したので報告する。図１にインジェクション

装置の概略図を、図２にターゲット部品の概略図

を示す。インジェクション装置は主に貯気タンク、

電磁バルブ開閉装置、加速管、サボー分離部、観

測部で構成されている。コーンシェルターゲット

の形を模したターゲットはホルダーに収められ

た後、サボーにねじ込まれる。この状態で加速管

に挿入し、窒素ガスにより射出する。ターゲット

部品が永久磁石から成るサボー分離部に差し掛

かると、サボー表面に生じる渦電流と永久磁石の

磁場によりローレンツ力が生じ、サボーを減速さ

せる。ターゲットはホルダーに入っているのみで

固定されていないため、減速したサボーから慣性

によって飛び出していく。サボー分離後のターゲ

ット飛行速度、姿勢は高速度カメラで観測した。 
 ターゲット射出速度はガス圧力の増加に伴

って増大し、本装置を用いて約100 m/sの射出速

度が達成可能であることが確認された。 
詳細については講演にて報告する。 

 
図１ ターゲットインジェクション装置の概略図 

 
図２ ターゲット部品の概略図 


